
















































































































































































































































博物館  天造物 動植鉱物化石等総テ天産ニ属スル諸品ヲ陳列シ、或ハ又稍人工ヲ加ヘテ
各種ノ用ヲナスベキコトヲ示ス 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１０ 蜷川式胤「服制に関する建言書案」1868年 4月、（同前、『奈良の筋道』pp.414-415）。 
















































２１ 博覧会終了後は「博物館」と名称を変更し、毎月 1と 6の日に開館、一般に公開すること
になった。また博覧会開催に携わった文部省少史、蜷川式胤は博物局が博覧館となった経緯に
ついて次のように述べている。「大成殿を以而局名の博物局と唱へ候ハ不都合ニ付、博物館と
改る」〔蜷川式胤『奈良之筋道』1872年 2月 17日の記録より（前掲、『奈良の筋道』p.4）。 
２２ なお、その前年 10月にも博覧会の計画はあった物の、このときは「博覧会」とはならず、
結局「物産会」としての開催にとどまったという経過がある。 
































































３０ 『海外博覧会本邦参同史料』第一輯、博覧会倶楽部、1928 年、pp.10－11。 








して、幼いうちから各産物の概略をしらしめる。1872 年から 1874年にかけて 34枚刊行。ま
たあわせて使用方法を記した物、製法の講究、は博物局が教草として作成。 




























４２ 久米邦武『米欧回覧実記』第 25巻「倫敦府ノ記下」（第 2巻、pp.112-115）。 
４３ 同前。 














                                                                                                                                                        
（石川正雄『輿地誌略』4巻、明治 6年、石川県学校、50丁）。 
４７ 第 4芸術部「此区ノ物品ハ殊ニ形状彩色模様等ノ優等物品ヲ網羅シ彼我ノ妙技ヲ示スベシ」
農商務省博物館（「博物館分類一覧表」『農商務卿第一回報告 明治 14 年』（『明治前期産業発
達史資料 第 4集』明治文献資料刊行会 1960年、p.200）。 
４８ 「明治十年内国勧業博覧会出品者心得」1876年 8月 9日、内務省布達甲 31号、『法令全
書』1890年、p.498。 
４９ 高村光雲『幕末維新懐古談』（岩波文庫、1995年、pp.122－123）。 
５０ 民間が出品した 31点のうち、20点が製造物であった。開拓使事業報告第二編（勧農）附 
第 6集（物産）、大蔵省、明治 18年、（前掲、『明治前期産業発達史資料』第 5集、pp.444－
445）。 
５１ 開拓使事業報告第二編（勧農）附 第 6集（物産）、大蔵省、1885年（同前、第 5集、pp.451
－458）。 
５２ なお、展示品は売物と非買品に分かれていた。 
５３ 矢野龍渓「Ａ 舶来品に模造セシ博覧会場ノ雑貨」（明治 10年 12月 3日付け）『明治十年













５８ 正木直彦「教育博物館の組織に就いて」（『教育界』 第 3巻第 2号(臨時増刊) 1903年 、
p.1）。 
５９ 同前、中川謙次郎「東京教育博物館に就きて」p.22 
６０ 同前、佐々木吉三郎「東洋唯一の教育博物館」p.44。 
６１ 地方に設立された博物館も同様の行く末を遂げる。教育博物館の設立に尽力した田中不二
麿ですら明治末期に「其後二三地方に設立する物の有りと雖も、特筆するに足る物少し」と述
べている。（田中不二麿『教育瑣談』1907年、（『開国五十年史』上巻、原書房、1970年、p.739）。 
６２ 坂田吉雄「明治維新における変革思想の展開」『ブルジョア革命の比較研究』筑摩書房、1964
年、p.400。 
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